
7 年 1 月 7 日

9 時 00 分から 18 時 00 分まで あり

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語・コミュニ
ケーション

人間関係・
社会性

子ども達を光に　子ども1人ひとりの個性を尊重し強みを伸ばしながら　個性　発達　ニーズに応じた療育を行います

【特色と体験活動】
●庭や広場での運動・集団遊び
●体力作り
●制作やクッキング
●花の苗植え
●季節の野菜の苗植えや収穫

他事業所や児童クラブ、学校との情報交換や情報共有

移行支援

職員の質の向上

●放課後児童クラブ等への情報の共有と相互理解
●ライフステージの切替えを見据えた将来的な移行に向けた準備
●放課後児童クラブ等と併行利用している場合における併行利用先との連携

法人全体や事業所内外の職員研修の実施

本
人
支
援

目標 支　援　内　容

●少し待つ等の自分の気持ちと
周りの気持ちのコントロール

事業所名 放課後等デイサービス事業所　Ao 支援プログラム 作成日

法人理念 すべての利用者によろこびを　すべての家族に安心を　地域社会との豊かな絆をつくる

●空間認知力向上
●協調性改善

●物や人との距離感
●力のコントロール
●記憶

●語彙の拡大
●周辺語彙との関連性の駆逐
●文章構成課題
●聴理解、読解（単語・文章・会話）
●状況理解課題
●音韻操作課題
●質問応答課題
●会話の成熟課題
●構音課題
●実用コミュニケーション課題
●コミュニケーション手段の獲得、習熟
●平仮名課題

●コミュニケーション手段の確
立

●SST訓練でのイラストからの状
況イメージ
●話ストーリーの中での状況イ
メージ
●要求発信の手段の獲得と実践

支援方針

【理学療法】
●ストレッチ
●体力の向上
●筋力強化
●協調性改善
●姿勢バランス
●移動能力向上

【作業療法】
●様々な感覚の受容
●好きな感覚と嫌いな感覚
●正中軸
●目と手の協調動作
●はさみ等の物品操作
●ビジョントレーニング

●言語の形成と活用
●受容言語と表出言語の支援
●人との相互作用によるコミュニケー
ション能力の獲得
●指差し・身振り・サイン等の活用
●読み書き能力の向上のための支援
●コミュニケーション機器の活用
●手話・点字・音声・文字等のコミュ
ニケーション手段の活用

●音付け絵本
●音まわし
●ドラムリレー
●スリーヒントクイズ・古今東
西・マジカルバナナ等
●ジェスチャーゲーム

●アタッチメントの形成
●模倣行動の支援
●感覚運動遊びから象徴遊びへの支援
●一人遊びから協同遊びへの支援
●自己の理解とコントロールのための
支援
●集団への参加への支援

●ドラム同質奏法
●対面・円形即興運送
●楽器演奏・アンサンブル

●ルールを伴うやりとり課題
●場面・状況に合わせた行動の選択
●相互やりとり課題

●社会的ルールの学び
●情緒面

●姿勢と運動・動作の向上
●姿勢保持と運動・動作の補助的手段
の活用
●身体の移動能力の向上
●保有する感覚の活用
●感覚の補助及び代行手段の活用
●感覚の特性への対応

【音楽療法】
●音と音楽と動きの活動
●楽器触感　  ●嗅覚
●リラクセーション
●楽器演奏（パーカッション・
ドラムセット・ピアノ）
●音絵・描写　●手作り楽器

【言語療法】
●食事、発音に関わる発声発語器官機能練
習
●手指動作課題
●目と手の協応課題

主な行事等 花や野菜の苗植え　季節の野菜の収穫とクッキング　季節の行事に合わせた壁画制作やイベント　避難訓練（年2回実施）

送迎実施の有無

●健康状態の把握
●健康増進
●基本的生活スキルの獲得

家族支援

地域支援・地域連携

●感覚や認知の活用
●知覚から行動への認知過程の発達
●認知や行動の手掛かりとなる概念の
形成
●数量・大小・色等の習得
●認知の偏りへの対応
●行動障害への予防及び対応

●通所してからの日課（手洗い・うがい・検温）の実施
●健康チェック後の体調確認
●送迎時に学校や児童クラブと情報交換（心身の状態等）
●日課後の荷物の片づけや手指動作課題と学習等の生活習慣の獲得

●数字板＋音
●リズム模倣
●音符カードリズム打ち・書き
●音階
●絵カード曲あて
●スペースすごろく

●電話やお迎え時の相談
●セラピストへの専門的な相談

●保護者の困りごとや悩み事の相談
●保護者交流の場の提供

●日付チェックや数遊び
●粘土・スライム遊び
●ブロック遊び
●小集団遊び
●外出・苗植え・野菜収穫・制
作

●対話や小集団活動でのコミュ
ニケーション遊び
●療育プリント
●ことば遊び

●鬼ごっこや集団活動
●発表会やイベント
●社会見学
●ルールのある遊び

●空間認知課題
●集中課題
●物品操作課題

営業時間


